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色丨

最

適

投

資

の

計

画

資

フランス電力の場合

.

一
九
四
六
年
の
国
有
化
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
電
力(

以
下
、
E
. 

D 

.
F

)

ま
、
 

電

力

讓Q

遮

営

を

翕

化
す
る
た
め
に
、
数
多
くQ

理
論
的
研
響
行
な
っ

て
き
た
0
そ
の
有
力
な
研
绝
ス
.タ
ッ
フ
、
マ
ッ
セ(

g
g
ĈQ
g)

、
ジ
ブ
ラ 

brat) 、

ボ
ワ
ト
ウ(Boi

c+e
u
x
)
、

ジ
ゲ(Giguet

)、

ア
イ H 

レ

>
-!
«

】】

？ 

H
e
t
)

等
は
、
貯
水
管
理
に
関
す
る
ス
ト
カ
ス
テ
ィ
ッ
ク
.
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
 

限
界
理
論
に
も
と
づ
く
料
金
制
の
翌
、
将
来
の
需
要
想
定
、
電
湄
開
発
投
資 

-
irT
pr
の
策
定
、
の
こ
と
き
興
味
あ
る
業
^
を
次
々
と
^

し̂
、
フ

ラ

.ン
ス
に
お 

け
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
シ
ズ
•
リ
サ
ー

チ
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
扱
か
う
の
は
、
こ
の
な
か
の
投
資
計
画(

生
産
的
投
資)

の
研
绝
で 

あ
る
。
こ
れ
は
、
初
期
の
限
界
代
替
法
か
ら
、
次
の
線
型
計
画
法
の
中
期
計 

両
、
さ
ら
に
は
ダ
イ
ナ
ミ
：ッ
ク
•
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
JS
用
す
る
長
期
計
画
、 

と
發
展
し
、
現
在
そ
の
双
対
問
題
の
解
明
が
企
て
ら
れ
て
い
る
点
で
、
極
め
て
. 

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。.以
下
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
、
技
術
的
な
概
念
の
吏
弔 

を
さ
けS1

.

つ
、
そ
れ
を
紹
介
し
ょ
う
0

E 

. 

D
V
.
,
.
F

の
モ
デ
ル
の
立
て
方
や
反
. 

定
に
関
し
て
種
々
の
批
判
す
べ
き
点
も
あ
る
が
、
難
点
に
は
十
分
配
慮
を
1«
1
え

最
適
投
資
の
計
画

原
 

豊

た
上
で
§

的
に
理
論
的
分
析
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
大
い
に
多
と
す
べ
き
と 

こ
ろ
で
あ
ろ
ぅ
。

1
、
.

個

別

的

開

発

方

式.

E 

• 

D 

.
F
が
採
用
し
て
い
る
開
発
方
式
は
、
計
画
地
点
の
経
済
獲
を
個 

別
的
に
算
定
す
る
、
い
わ
ゆ
る
青
本

(
N
o
t
e

 B
l
e
u
e
)

方
式
で
あ
る
。
こ
れ 

は
、

一
九
五
三
年
に
確
立
し
た
も
の
で
、
火
力
設
備
と
水
力
設
備
と
の
限
思
代 

替
に
よ
る
費
用
最
小
化
を
そ
の
目
標
と
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
方
式
の
基
礎 

と
な
る
原
理
を
み
よ
ぅ
。

.
一
般
に
、
生
産
の
最
適
化
問
題
は
、
次
の
二
つ
の
側
面
を
も
つ
。

1

、
羽
潤
の
最
大
化
。.生
産
要
素
と
生
産
物
の
^
^
は
所
与
であ
る
。

ニ
、
費
用
の
最
小
化
。
生
産
要
素
の
^
^
と
生
産
量
は
所
与
で
あ
る
。

E 

.

DF

の
計
画
は
、
生
産
要
素
市
場
で
は
、
特
に
考
慮
す
る
ほ
ど
の
影 

響
を
も
た
な
'い
し
、
国
有
企
業
と
し
て
の
半
独
占
的
な
性
格
か
ら
い
っ
て
も
、 

第
二
の
費
用
最
小
化
問
題
を
ア
タ
ッ
ク
す
る
方
が
、
よ
り
現
実
的
で

あ
る
。
し

ニ

九(

四
四
五〕



か
し
、
も
と
も
と
こ
の
両
問
題
は
双
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
解
法
で
.用 

い

ら

ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
_
双
が
生
^
㈱
の

^

^

と

一
致
す
れ
ば
、
両
問
題
は 

全
く
同
型
の
問
題
に
帰
す
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
.

.

こ
の
こ
と
は
、、
偶
然
が
介
入
す
る
領
域
に
ひ
き
直
し
て
み
て
も
妥
当
す
る
。 

(

電
力
生
産
に
は
、
出
水
率
を
考
え
れ
ば
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
、

か
な
り
の
偶
然

'
 

性
が
介
入
し
て
く
る
の
であ
る
。)
偶
然
を
と
も
な
ぅ
経
済
で
も
、
適
当
に
将 

来
の
不
確
定
性
を
考
慮
し
た
修
正
を
ほ
ど
こ
せ
ば
、
問
題
の
本
質
に
は
相
違
は 

な
い
。
す
な
わ
ち
、

(a
)

坐
産
式
を
保
証
式
で
お
き
か
え
る
。

g

利
潤
と
費
用
は
、
利
潤
指
数
、
費
用
指
数
の
数
学
的
期
1

で
お
き
か 

え
る
。
こ
の
指
数
の
計
算
過
程
で
、
古
典
的
な
固
定
価
格
の
仮
定
は
、
偶
然
価 

格
の
確
率
分
布(

一
定
と
す
る)

に
よ
つ
て
お
き
か
え
ら
れ
る
。

(0
)

.利
潤
と
費
用
の
各
種
要
素
を
現
在
価
値
化
計
算
に
よ
つ
て
現
在
価
値
に

■
 

な
ぉ
す
。

か
く
し
て
問
題
は
、

一
、
現
在
価
値
に
な
お
さ
れ
た
利
潤
指
数
の
数
学
的
期
待
値
の
最
大
化
。

ニ
、
現
在
機
に
な
お
さ
れ
た
費
用
指
数
の
数
学
的
期
霞
の
最
小
化
。

ま
ず
保
証
式
に
よ
る
生
産
式
の
お
き
か
え
を
行
な
ぅ
。
い
ま
簡
単
に
、
生
産 

物
2/
、
生
産
要
素S 

Pを
考
え
、
生
産
函
数
を
、

e

y
=
f
i
f
s

と
お
く
。

三
〇

(

四
四
六)

偶
然
が
介
入
す
る
経
済
で
は
、
生
産
量
は
偶
然
量
、
.
Y

(

？
s

で
あ
り
、
し 

た
が
っ
て
、
.わ
れ
わ
れ
は
水
準2/
を
か
な
り
の
確
度
で
ね
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
こ
の
目
標
を
あ
ら
わ
す
最
も
単
純
な
方
法
は
、
次
の
条
件
を
お
くこ
と 

で
あ
る
。

(
2
)

与{
Y

 (

I

) 

4
>
Q
T
a

.
«は
成
功
の
.、
す
な
わ
ち
保
証
の
確
率
と
な
る
。

さ
て
、
E 

• 

D 

•

F
の
場
合
に
は
、
目
標
は
偶
然
量
で
あ
る
需
要
と
な
る
。 

だ
か
ら
、
需
要
の
伸
び
に
つ
い
て
の
統
計
的
研
究
を
通
じ
て
、
需
要
に
つ
い
て 

の
信
頼
す
べ
き
確
率
法
則
を
ひ
き
出
す
必
要
が
あ
る
。
そ

う

す

る

と

保
証
式 

は
、
需
要
の
偶
然
量X
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
か
か
れ
る
。

(3) 

：p
r
{
Y
^
.
.
y
)
l
x
v
o
}

 =

 a

こ
こ
で
費
用
最
小
化
を
考
え
よ
う
。
投
資
が
多
く
の
要
素

(

祝
、
”

…
…
)

に 

依
存
す
る
と
き
は
、
最
適
点
は
、
对
次
充
空
間

(

说
、
ガ…

…
)

内
の
、
保
証
の 

条
件
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
保
証
曲
面
上
の
最
小
費
用

(

時
間
と
リ
ス
ク
を
考
慮 

し
て)

の
点
で
あ
る
。
こ
の
最
適
点
選
択
は
、
逐
次
的
な
近
似
に
よ
っ
て
求
め 

う
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証
曲
面
上
の
点M
よ
り
出
発
し
て
、
同
一
保
証
量
の
下 

で
、
現
在
価
値
化
さ
れ
修
正
さ
れ
た
蓋
然
的
費
用
の
低
下
、
す
な
わ
ち
有
利
化 

を
求
.め
つ
つ
、
限
界
代
替
を
行
な
っ
て
ゆ
け
ば
よ
い
。
こ
れ
を
前
の
⑶
式
で
あ 

ら
わ
せ
ば
、

X

偶
然
を
と
も
な
う
需
要
量-

Y

保
証
曲
面
上
の
点
蘭に
対
疮
す
る
と
こ
ろ
の
偶
然
を
と
も
な
う
生
産
量

— 図

市t 荷llil線

平最大負荷

荷

7 8 9 10 1112 1 2 3 4 5 い 7 M

第

日負荷曲線

ざ—ァ

A
平
均
Hi
荷
丄

午 後午 前

E

•
D

.
Fが
販
売
す
る 

生
産
物
は
、「

ロ
ー
ド
•
ヵ
一 

ブ) 

(
負
荷
曲
線〕

で
あ
り
、
 

第
一
図
の
如
く
、

一

 

つ
の
函 

数
も
し
く
は
確
率
変
数
と
も
，
 

い
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か 

し
、
実
際
に
は
年
間
の
電
力

fi
と
力
、
ロ
 

I
ド

•
力
ー
ブ 

の
！！！̂
"^

高
I

ヒ
ー
ク
の
古!«
さ 

と
か
、
冬
の
ピ
~
ク
時
の
電 

力
量
と
か
の
若
干
の
パ
ラ
メ 

タ
に
ょ
っ
て
需
要
を
あ
ら
わ 

し
ぅ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で 

は
、
冬
の
ピ
ー
ク
時
の
電
力 

量
を
と
り
上
げ
る
。
こ
の
需 

要
を
ま
か
な
い
切
れ
れ
ば
、

他
の
需
要
は
十
分
に
満
た
さ 

れ
る
と
い
ぅ
推
定
か
ら
で
あ 

る
。い

ま
、
既
設
お
ょ
び
計
画 

を
.ふ
く
む
あ
る
発
電
系
統 

(

s
>を
考
え
る
。

'

三

一(

四
四
七)

Z
と
z;
そ
れ
ぞ
れ
限
思
代
替
に
よ
っ
て
つ
け
加
わ
り
、
ま
た
と
り
去
ら
れ 

る
オ
ペ
レ
ー
シW

ン
の
偶
然
を
と
も
な
う
生
産
量
と
す
れ
ば
、

点
M
は
保
証
曲
面
上
の
点
だ
か
ら
、

(4) 

P

X

Y

—
X
+
Z

丨
z
、!K
/
o
} 

= 

a

な

お

Z
と
z;
と
は
、
増
加
す
る
需
要
を
ま
か
な
う
■た
め
に
選
ぼ
う
と
す
る 

一
一
つ
の
新
オ
ペ
レー
シ
ョ
ン
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

以
上
の
原
理
を
電
力
投
資
計
画
に
適
用
す
る
。

諸
圓
の
麗
と
利
子
率
は
又
所
务
、
技
術
の
向
上
や
蓮
転
の
諸
要
素

(

降 

に
石
炭)

の
将
来
®

は
算
定
さ
れて
い
る
も
の
と
す
る
。
か
く
し
て
、
同
一 

保
証
電
力
量
の
下
で
、
諸̂11

間
の
限
界
代
替
が
現
在
価
値
化
さ
れ
修
正
さ
れ 

た
費
用
を
引
下
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
有
利
:̂
'
オ
ペ
レ
ー
シ
S
ン
で
あ
る
。

こ
の
段
階
で
は
、
簡

単

に

水

力

と

、
旧
来
の
火
力
^

を
比
較
す
る
0 

水
力
醫
の
建
設
に
は
火
力
設
備
の
三
倍
も
の
投
資
額
を
必
要
と
す
る

が
、
運 

転
費
は
き
わ
め
て
低
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
火
力
設
備
は
建
設
費
は
低
い
が
、 

運
転
費
は
か
な
り
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
水
カ
設
ii
と
火
力
ヰ1

と
の
比
較 

は
、
現
在
の
支
出
と
将
来
に
い
た
る
一
連
の
支
出
と
の
間
の
選
択
問
題
に

®

 

す
る
。

比
較
の
蓮
準
と
な
る
の
は
、
火
力
設
備
で
あ
る
。
火
力
^

^
は
水
力
1

の
•
 

よ
う
に
_
然
的
条
件
に
依
存
す
るこ
と
が
少
な
く
、
与
え
ら
れ
た
市
場
条
件
の 

下
で
は
、

K
w

H ,
当
り
の
投
資
額
は
ほ
と
ん
ど
一
定
と
み
て
よ
い
か
ら
で
あ 

る
0

一

最
適
投
資
の
計
画



X

冬

期

ピ

ー

ク

時

の

需

要

電

力

量
’

Y

さ
に
痧
じ
た
冬
期
ピ
ー
ク
時
の
供
給
電
カ
量 

V

保
証
率 

V
 

0 

'冬
期
ピー
ク
時
の
長
さ

Z

付
加
水
力
発
電
所
の
冬
期
ピ
ー
ク
時
の
供
耠
電
力
量
'

"

保
証
量
の
等
し
い
火
力
発
電
所
の
出
力 

と
す
れ
ば
、
⑷
式
ょ
り
、

(
5
)

 

x

Y

I

M

+

z

—

^

0
!^
0
}
.
"
a

こ
の
条
件
の
下
で
、
現
在
価
値
化
さ
れ
修
正
さ
れ
た
蓋
然
的
費
用
を
計
算 

し
、
有
利
化
を
行
な
っ
て
い
く
。

こ
の
ょ
ぅ
.に
、
E

.

D

.

Fが
現
在
適
用
し
て
い
る
設
備
開
発
方
式
の
基
本 

線
は
、
各
計
画
発
電
所
の
経
！

な
濃
を
直
接
に
評
価
す
る
こ
と
を
し
な
い 

で
、
需
要
に
対
し
て
同
等
の
満
足
を
与
え
る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
た
基
準
発 

電
所
と
比
較
し
て
、
計
画
発
電
所
の
価
値
を
決
め
て
計
画
雪
を
選
択
す
る
こ 

と
.で
あ
る
。

.
費
用
を
現
^

^
値
-に
ひ
き
直
す
と
き
に
考
慮
す
ベ
き
利
子
率
は
、
理
論
上
は 

資
本
市
場
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
均
一
の
利
子
率
は
な
く
、
現
在 

M

化
の
計
算
が
一
定
の
利
子
率
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
と
し
て
も
、
そ 

れ
は
実
用
的
な
近
似
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、
.リ
ス
ク
要
素
を
考
慮
し
て
、
適
当
に
つ
く
ら
れ
た
費
用
指
数
の
数
学 

的
期
1

を
と
る
か
、
費
用
の
数
学
的
期
待
値
を
安
全
性
の
ウ
ヱ
イ
ト
を
か
け

.

三
ニ 

(

四
四
八)

て
考
え
る
か
の
方
法
が
あ
る
が
、
通
常
は
、11̂

用
と
運
転
費
用
を
区
別 

し
、
そ
れ
ぞ
れ
.の
蓋
然
値
を
経
験
的
に
定
め
る
な
ら
わ
し
で
あ
る
。
，

費
用
計
算
を
形
式
的
に
示
せ
ば
、

IH
t
lT
そ
れ
ぞ
れ
計
画
水
力
発
電
所
の
建
設
費
と
比
較
す
る
基
準
火
力
発 

電
所
の
建
設
費 

将
来
も
現
在
と
同
じ
水
準
を
く
り
返
す
と
し
て
、

EI
I

t
ET
年
間
運
転
費(

燃
料
費
を
除
く)

CT
火
力
の
年
間
燃
料
費

CH
比
較
火
力
に
比
し
て
、
水
力
余
剰
■(

た
と
ぇ
ば
豊
水
年
に
生
じ
る
計
画 

以
.上
の
.生
産)

に
ょ
っ
て
得
ら
れ
る
年
間
の
火
力
燃
料
節
約
額 

.

/

利

子

率(

長
期)

と
し
て
、

.

DH
i
DT
水
力
と
火
力
の
現
在
価
値
化
費
用
は
、

h

 

E

l

d

l

a

H

-

d
k

=
i

w
+

m

-

n
s
l
(
1
+
o
s

 

.

D

T

H

I

T

+
M -

a

f
f ;
+

Q
へ
i
. (

s
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こ
72

.ん
と
*
と
は
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
01
と
如
を
そ
の
ま
ま
で
比
較
す
る
と 

し
て
も
無
音
心
味
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
経
済
的
観
点
か
ら
そ
の
寿
命
が
つ
き 

る
ま
で
無
限
に
s

i
が
更
新
さ
れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、

P
K

 —

 flH 
ト
个 

M
H
—
C
H
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+

「
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！
；
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^

w
g
h

lo
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ft
, 

p

+

o

s 

,
-f
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1

+

$
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|
%
-
1 

p
+
令
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〕

+…
…

を

+

l

^

^

r

+

I

^
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D T

も
同
様
。

以
上
は
極
め
て
簡
便
な
計
算
方
法
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
精
密
を
期
す
に
は
、
 

技
術
盤
歩
に
も
.と
づ
く
火
力
発
電Q

熱
効
率
の
変
化
、
旧
来
火
力
の
利
用
率 

の
低
下
と
、
そ
れ
に
比
し
て
水
力
余
剰
の
増
加
等
を
考
慮
し
、
こ
れ
に
修
正
を 

加
え
る
必
要
が
あ
る
。
.

明
ら
か
.に
、
こ
の
方
式
で
重
要
な
の
は
、
投
資
の
挫
格
が
異
な
る
水
力
と
火 

力
の
両
霧
を
比
較
す
る
鏈
と
な
る
べ
き
現
在
価
値
化
計
算
の
技
術
で
あ
る
。

な
お
、
E 

• 
D 

♦
F.
は
実

際

の

！
^

選

択

に

さ
い
し
て
は
、
.代
替
に
よ
る
有 

雨
化
を
ガ
と
し
lr
値
係
数
、v.

=
l

十
.

^
を
求
め
、
こ
の
係
数
の
配
列
に 

し
た
が
っ
て
投
資
計
画
を
立
て
遂
次
㈱
^

を
行
な
う
の
で
あ
る
。

.

ニ
、
中

期

計 

' 

画
.

-

前
節
で
は
、

ロ 

I
ド

♦
力
I
ブ
の
特
性
は
、
唯
一
の
パ
ラ
メ
タ
、
保
証
出
力 

で
表
わ
し
う
る
と
い
う
仮
定
を
お
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
仮
定
の
下
で
、
基
準 

火
力
発
電
所
を
水
力
発
電
所
で
代
替
す
■る
こ
と
に
よ
つ
て
.も
た
ら
.さ
れ
る
価
値 

の
増
分(

費
用
の
俾
下)

.
を
i

し
、
M

係
数
を
求
め
た
。
こ
の
場
合
、
総 

投
下
資
金
に
制
限
が
な
け
れ
ば
、
発
電
の
目
®

に
達
す
る
ま
.で
、
価
値
係
数 

の
減
少
す
る
順
に
発
電
所
を
建
設
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
.
 

に
は
、
投
下
資
金
額
に
は
制
限
が
あ
り
、
1

係
数
の
最
大
な
発
電
所
と
投
下 

最
適
投
資
の
計
画

資
金
単
位
当
り
最
大
の
保
証
出
力
を
も
た
ら
す
発
電
所
と
の
間
の
調
整
に
ょ
っ 

て
、
更
に
別
の
建
設
序
列
を
設
け
る
必
要
が
生
ま
れ
る
。

ま
た
、

P

Iド
.
•
力
ー
ブ
の
特
性
を
一
つ
の
パ
ラ
メ
タ
で
表
わ
す
こ
と
は
、

ロ
I
ド

.
力~

ブ
の
性
質
■か
ら
み
て
、
あ
ま
り
単
純
す
ぎ
る
。

こ
の
た
め
、
，.
E
.
.
D 

•

灰
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
電
力
の
.第
一
一
次
近
代
化
計
画
に 

お
け
る
五
力
年
の
電
力
開
発
計
画
を
、
い
く
つ
か
の
。ハ
ラ
メ
タ
と
投
下
資
金
と 

に
関
す
る
制
約
条
件
を
お
い
た
線
型
計
画
と
し
.て
理
論
的
に
解
こ
ぅ

と

試
み 

る
。
パ
ラ
メ
タ
の
数
が
増
す
結
果
、
発
電
！
^

も
そ
れ
ぞ
れ
パ
ラ
メ
タ
に
つ
い 

て
の
特
性
を
も
っ
た
も
の
が
導
入
さ
れ
、
線
型
計
画
法
の
公
準
に
沿
っ
た
仮
設 

が
立
て
ら
れ
る
。
 

，

ま
ず
、

口 

I
ド

•
力
ー
,ブ
の
パ
ラ
メ
タ
と
し
て
、
冬
期
ピ
ー
ク
時
の
電
力
量
.
 

の
ほ
か
、
ピ
I

ク
出
力
.
C

K

W

)

、
と
年
間
電
力
量
' (

K

W

H

)

を
加
え
る
。
 

そ
し
て
、

ロ
ー
ド•

力
ー
ブ
を
こ
の
三
つ
の
パ
ラ
メ
タ
か
ら
構
成
さ
れ
た
結
合 

生
産
物
と
み
な
す
。

.

次
に
、
i

の
種
々
の
形
式(

火
力
発
電
所
や
.自
流
水
力
発
電
所
等)

は
、
 

同
質
的
な
連
続
に
再
編
成
す
る
。
そ
の
区
切
り
.

(

い
わ
ば
、
各
連
続
を
構
成
す 

る
要
素
と
な
るf

禱

数

)

は
、
o

と
自
然
的
な
地
点
の
限
界
に
ょ
っ
て
課
さ
れ 

る
上
限
と
の
間
に
；}
^

^
に̂
変
化
し
ぅ
る
と
仮
定
さ
れ
る
。
こ
の
仮
定
の
下
で 

各
連
続
の
生
産
掛
カ
は
、
そ
の
区
切
り
に
此
例
し
、
さ
ら
に
、
二
つ
の
連
綺
を 

加
え
た
.生
適
能
力
は
、
そ
の
各
々
の
生
産
能
力
の
和
と
な
る
。

こ
ぅ
し
て
制
約
式
を
線
型
形
式
の
下
に
表
わ
す
。

.

目
的
函
数
と
な
る
費
用
函
数
は
、
取
益
遍
減
法
則
が
作
用
し
な
い
も
の
と

三

三

(

四
四
九)
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(影をつけた部分は潮力による部分）

600 Do
公認支出額

(10億フラン）

第 二 図 8 % 資本化苹での第二次計画

第 二 表

構 成 ’ - Dq
10僚フラン

保 証 出 力 総 費 用  
(割引）

10億フラン

余剰とな

パラメタ1 2 3 5

不 可 能 195 2006 0 0 0 543
1.5 207 1324 ， 0 0 368 479 A.G

1.3.5 227 635 0 . . 726 331 456 C
1.3.5 319 0 0 49B 1199 415 B

3,5 360 0 0 0 1692 404 B.G
2,5 621 0 1250 0 433 375 B.C
2.5 0 1259 0 433 375 C.D

00
00
00
00 

'2
0

15
.10
5
.

最
適
投
資
の
計
画

B
だ
け
が
佘
剰
と
な
る
第
二
の

1.

3 

. 

5
の
構
成
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
大 

貯
水
池
水
力
発
電
所
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
一

に
、
.最
小
の
投
資
支
出
額
を
要 

求
し
た
場
合
に
採
用
さ
れ
る
火
力
発
電
所
は
、
総
換
—

用
で
は
最
も
高
価
と 

な
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
貧
乏
は
金
於
如
如
か
と
い
ぅ
こ
と
で
あ

る

。

第
二
に
、
い
ろ
い
ろ
の
資
源
の
適
当
な
組
合
わ
せ
で
、
こ
の
費
用
を
節
約
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ 

る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
を
と 

る
と
き
に
は
、
取
益
逦
減
現
象 

が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
第
二 

表
で
明
白
で
あ
る
。

第
三
に
、
電
力
を
複
合
生
産 

物
と
み
て
、
そ
の
生
産
的
投
資 

を
線
型
計
画
化
す
る
上
例
は
、
 

電
力
投
資
の
計
画
に
十
分
生
か 

せ
る
し
、
ま
た
他
の
複
合
生
産 

物
の
生
産
問
題
に
も
麻
用
で
き 

る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
電
力 

投
資
の
長
期
計
画
の
場
合
で
も 

わ
か
る
ょ
ぅ
に
、
発
電
所
の
採 

用

す

る

大

き

さ

は

一

辟

®:
定

で 

き
る
に
し
て
も
、
ど
こ
に
ど
れ 

だ
け
の
設
備
を
い
く
つ
造
る
ベ 

き
か
と
い
ぅ
点
に
つ
い
て
は
、
 

さ
ら
に
多
数
の
補
助
的
な
研
洗 

を
必
要
と
す
る
。
こ
こ
で
は
触 

れ
な
か
っ
た
送
電
の
計
画
も
、
 

(

現
在
そ
れ
が
試
み
ら
れ
て
い

三

五

(

四
五1

>

H

匾

圍

■
_
|
|
|

第 一 表 .

術係数
at bt d dt 9i

1 1 1.15 7.00 97 136
2 1 1.10 17,60 420 56
3 1 1.20 1.30 130 101
4 1 3.00 7.B5 310 104
5 1 2.13 5.47 213 79

B0
二
三
◦
七 

M

W

Go
七
ニ
〇
〇
g

w

h
 (

1

G

W
は
千 

M

W)

Do
.. 

ニ
七 

一
0
億
フ
ラ
ン 

.

_ 

■ 

S 

6 

1 

4 

9 な
お
、
E

.
D

.

Fで
は
、
Do
を
変 

S

1

1

1

化
さ
せ
て
、
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
計
画 

<

97
20
30
10
13
と
し
た
。
そ
€>
-
結
果
を
、
第
二
表
と
第

_

_

_

_

_

_

_
1

1

1

 

ニ
図
で
示
す
。
い
ず
れ
も
保
証
出
力
を

.

0-
£

'.
0
0
60
，

-.
3
07.
3

5

|

基
準
と
し
て
示
し
た
も
の
で
ぁ
續

.
-

-

-

-

-5 

o 

0 

0 

3

!こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
◦
億
フ
ー
フ

-

6

1.
1.
1.
3.
2
-

ン
以
下
の
資
金
で
は
計
画
不
可
能
。
こ 

-

« 

.

の
金
額
を
こ
す
と
1
と
5
r 
ニ
◦
七
億 

I 

フ
ラ
ン
を
こ
す
と
1

と
3

と
5
、
さ
ら 

_
 

\
 

に
三
ニ
〇
億

フ
ラ
ン
を
こ
す
と
3

と
5 

_

/

所

1

2

3

4

5
と
い
ぅ
よ
ぅ
に
構
成
は
変
化
す
る
。
前 

電 

述
の
制
約
条
件
の
下
で
の
最
適
解
は
、

三

四

(

四
五
0)

M

&
 =

モ
デ
ル
の
数
値
は
.次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
,こ
の
数
値
を
と
る
過
程
で
、
投
資 

に
付
随
す
る
不
確
定
性
を
排
除
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
電
力
需
要 

の
伸
び
や
河
川
流
量
、i

操
業
に
関
す
る
不
確
定
性
を
除
く
た
め
に
、
目
標
に 

或
る
保
証
量
啥
加
え
、
馨

操

業

度

は

、或
る
保
証
量
を
び
い
て
低
く
見
積
る
。
 

A0
-

1

六
九
ニ 

M

W
 (

1

M

W
は
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト

)

し
、
線
型
と
す
る
。

い
ま
、
%
個
の
同
質
的
発
電
所
群
に
ょ
っ
て
、
三
つ
の
パ
ラ
メ
タ
、
ん
-30
. 

C0
と
投
下
資
金
限
度
、00
を
み
た
す
と
す
石-0
ご
れ
ら
の
発
電
所
に
選
択
変
数 

X!
、
x 2
、…

…

x n
を
結
び
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
係
数a<
、
わ
、
.气

而

7

は 

1
' 

2、
:
:
:
g

)

を
与
ち
こ
の
発
電
^
㈣
^
^-
に
関
し
て
次
の㈱
^

^

ロ 

を
導
く
。.M

c
k
M
i

如

&

M

P

,

費
用
函
数
は
、
運
転
費
を
含
め
総
現
在
価
値
で
と
ら
え
て 

G
=

D
+

K
F

o
n

'M
芝

 X
i
,
^
=
a
i
+
K
/
i
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^
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こ
れ
は
次
の
線
型
計
画
の
問
題
と
な
る
。
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IK
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第 三 表 未 知 数 の 数

未 知 数
計 画

計
3 4 5

設 備

.1 1 1 1 1
2 0 1 1

73 0 1 1 1
' 4 3 3 3

5 7 7 7
6 7 7 7 > 93
7 . 7 7 7
8 7 7 7 ノ

廃 止 1 2 2 5
火力発電

1 30 30 30 90
2 0 10 10 20
3

貯 水 池 の 一

0 10 20 30
32 32 32 96

ラ ン ス （.潮力） 1 1 1 3

，三

六

(

四
五
ニ)

そ
の
他
を
考
慮
す
る
。

設
備
は
、

一
、
旧
来
の
火
力
'

ニ
、
尖
頭
の
火
力(

ガ
ス
•
タ
ー
ビ
ン)

.

三
、
原
子
力
発
電
所

四
、
季
節
的
貯
水
池
の
過
剰
設
備

五
、
季

節
貯
水
霧

六
、
月

間

貯

水

馨

七
、
日
間
貯
水p

i

 

c

ダ
ム
式)

八
、
自
流
水
力
■

と
、
数
多
く
導
入
さ
れ
る
。

費
用
函
数
に
関
し
て
は
、
特
に
、
四
、
五
、
六
、
七
お
ょ
び
八
に
つ
い
て
、
 

そ
の
最
高
は
、，
最
低
に
比
し
て
五
〇
％
か
ら
七
五
％
増
に
な
る
よ
う
な
計
一
〇

る
が)
投
資
計
画
の
中
に
当
然
く
り
入
れ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、

一
般
的
に
い
っ
て
、
不
確
定
性
の
処
理
、
未
知
数
の
増
加
等
が
、
 

パ

ラ

メ

ト

リ
ッ
ク

な

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グや
デ
ィ
ス

ク

リ

ー

ト

な
解
を
求
め
る
技 

術
の
進
歩
に
ょ
っ
て
一
そ

う

^
^
に
か
つ
現
^
㈤

に
可

能

と

な

ろ

う

こ

と

も

、 

将
来
の
方
向
と
し
て
予
想
さ
れ
る
。

次
節
は
、
そ
の
方
向
へ
の
発
展
を
示
し
て
い
る
。

三、長
期
計
画

電
力
投
資
の
長
期
計
画
と
し
て
、
E

.

D

.
 

F
が
試
み
た
も
の
は
、
前
節
の 

第
二
次
五
力
年
計
画
に
引
き
つ
づ
き
、

一
九
七
五
年
に
い
た
る
第
三
次
、
第
四 

次
、
第
五
次
の
三
つ
の
五
力
年
計
画
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
•
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
長
期
計
画
で
は
、
第
二
次
計
画
の
ご
と
き
中
期
計 

画
に
比
し
て
、
モ
デ
ル
は
一
段
と
複
雑
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
線
型
計
画
の
た
め
の
仮
定
に
は
変
り
は
な
い
。
た
だ
注
意
す
べ
き 

は
、
新
し
く
加
わ

っ
た
不
確
定
性
、
す
な
わ
ち

一
九
七
五
年
ま
で
に
実
現
の
可 

能
性
が
あ
る
核
エ
ネ
ル
ギ
I
利
用
問
題
の
処
理
で
あ
る
。
こ
の
核

H

ネ
ル
ギ
ー
，
 

利
用
の
成
功
.
不
成
功
は
、
過
去
の
ど
の
ょ
う
な
外
揷
で
も
表
わ
し
え
な
い
か 

ら
、
モ
デ
ル
の
中
に
、

o
と
1

と
の
間
の
成
功
率
を
導
入
し
て
、
パ
ラ
メ
'ト
リ 

ッ

ク

.
プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

を

用
い
る
の
で
あ
る
。

目
標
と
し
て
の
ロ

ー

ド
.
力ー

ブ
は
、
五
つ
の
時
点
'を
も
つ
ス
テ
ッ
プ
.
フ 

ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
近
似
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ピ
I
ク
。
冬
期
重
負
荷
時
。
冬 

期
軽
負
荷
時
。
夏
期
重
負
荷
時
。
夏
期
軽
負
荷
時
。
さ
ら
に
豊
水
年
と
渴
水
年

第 四 表 建設すべき発電所の量 

現在価値化された総コスト=7,727 • 109 フラン

建 設 さ れ ；6 発電所 第 3 次 第 4 次 第 5 次 計

従 来 火 力 （GW)1) 2.89 7.83 10.72

廃 止 火 力 ( G W ) 1) 0.71 2.38 3.09

ガス• タービン（G W ) 1) 1.86 1.86

拳 節 調 整 池 （TWH)2) 2.7 (1) 3.55 (4) 2.55 (6) 8.8

月 調 整 池 （TWH)2) 7,05 ⑶ 3.963 (6) 0.231(6) 11.244

日 調 整 池 （TWH)2) 9.654 (6) 2.936M(T) 12.5

自 流 式 （TWH)》 9.6 M(7) 1.5 M(7) 11.1

(注） 力ッコ内の数値は，水力設備に関して，各計画期間において 

到達する，費用西数の何段目であるかを示す。Mは，設備可能 

最大量を建設することを示す。 .
TWH = 109 KWH

最
適
投
資
の
計
画

の
費
用
段
階
を
き
め
た
。
I

費
用
は
現
在
価
値
化
す
る
。

未
知
数
は
、
電
子
_

機
の
.性
能
上
、
第
三
表
の
三
四
四
か
ら
、
運
転
準
則 

に
仮
定
を
設
け
て
計
.一
一
九
を
消
去
し
、
残
り
は
、
ニ
ニ
五
。

制
約
式
は
、
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泰
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rv
o
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H
2

1
9
0

原
子
力
成
功
率
の
パ
ラ
メ
タ
を
o

と
す
る
悲
観
的
仮
定
と
、
利
子
率
四
％
の 

仮
定
の
下
に
導
か
れ
た
こ
の
モ
デ
ル
の
解
は
第
四
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

.

四
、.
双
対
問
題
‘の
解
明

こ
の
最
適
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
E

.

D
 

. 

F
が
到
達
し
て
い
る
研
究
段
階 

は
、
長
期
計
画
に
表
わ
れ
た
費
用
最
小
化
問
題
の
双
対
問
題
が
も
つ
経
済
的
な 

意
味
の
検
討
で
あ
る
。
古
典
的
限
界
理
論
に
お
け
る
.と
同
様
に
、
周
知
の
ご
と 

く
線
型
計
画
'で
は
、
配
分
の
問
題
と
評
価
の
問
題
が
双
対
を
な
し
て
い
る
。
こ 

れ
を
電
力
投
資
の
線
型
計
画
に
つ
い
て
い
え
ば
、
最
適
投
資
と
#
豸
双
金
の
対 

M

で
‘

る
。
以
下
、
単
純
な
理
論
的
モ
デ
ル
で
そ
れ
を
考
え
ょ
ぅ
。

未
知
数
は
、
三
種
類
と
す
る
。

Y

生
産
童

X

建

設

す

べ

き

諸

醫
-

.•

Z

廃
用
す
べ
き
諸
f

:

さ
ら
に
、
水

力

に

関

し

て

、
各
計
画
各
年
に

.対
す
る
未
知
数
X
、
そ
れ

三

七

(

四
五
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は
、
そ
の
®

を
建
設
し
な
い
と
き
に
o
、
建
設
す
る
と
き
に
は
1

の
値
を
と 

る
。
同
様
に
し
て
、
|̂
存
1

は
、
各
®

に
対
し
て
1

の
値
を
も
つ
パ
ラ
メ 

タ

e

r
よ

り
特
性
づ
け
ら
れ
る
。

火
力
i

に
関
し
て
は
、
各
f

 
®

の
同
質
的
範
嚷
に
対
し
て
未
知
数
叉 

(

も

し

く

は

。ハ

ラ

メ

タ«)
お
よ
び
未
知
数
2
。

こ
れ
ら
の
未
知
数
や
パ
ラ
メ
タ 

は
、同
一
グ
ル
I
プ
の
数
を
示
す
整
数
値
。
制
約
式
は
次
の
形
で
表
わ
さ
れ
る
。
 

需
要
の
充
足(

全
設
備
に
よ
る〕

e

H

^

因
標
の
充
足(

全
設
備)

( 2
) 

a
+
x
l
z

li
v
. 

i
霜

§

 

•

運
転
の
融
通
性(

各
設
傭
の
た
め
の
条
件) 

.

(s). 

Y

 

叭 

©+XIZ

水
力
地
点
の
制
約(

各
計
画
'の
た
め
の
条
件)

■

S

M
叭

1 

廃
用
の
限
定(

運
転
中
の
各
設
備
に
と
っ
て
の
条
件)

(5) 

z

ll
A

a
 

袖 
£

奸 

X

 

(

r

l

y

n
 訝 U

-
C
)

す
べ
て
の
未
知
数
は
非
負
。

.

費
用I

I

数
は

(
6
)
p
,
x
+
c
2,
Y
I
C
3,z=Min.

cl
i

の
建
設
費
、
こ
こ
に
は
.維

持

費

お

よ

び

同

一

の

も

の

の

更

^

^

の 

無
期
限
の
割
引
き
が
含
め
ら
れ
る
。

02
生
産
の
比
例
費
。

三

八

(

四
五
四〕

6

維
持
費
お
ょ
び
同I

の
も
の
の
更
新
費
の
無
期
限
の
割
則
き
。
廃
用
m 

時
以
後
ば
、
C!
の
な
か
に
含
め
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
。

.

.

諸
費
用
は
、

一
定
の
H
時
で
割
引
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
表
示
を
容
易 

に
す
る
た
め
、
以
下
こ
れ
を
省
略
す
る
。

か

く

し

て

、
モ
デ
ル
の
標
準
形
式
は
、

X
,

 

Y
,

 

Z
,

IK
/

0 

d

(6} 

c
l
,
x
+
c
2,
Y
—
c
3,
z
=
M
i
n
.

魂
_

寶
S 

+
1
,
Y

 

^

(s) 

+
1

M

l
l
,
z

 

^
 

窗

織

^—
a
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こ
.の
双

対

モ

デ

ル

を

つ

く

る

。

p 

- 

Q 

- 

R 

. 

S

に

ょ

っ

て

、

前

記

の

制

約

条

件3

、

⑶

、

⑶

、
㈣
に

そ

れ 

ぞ

れ

結

び

つ

け

ら

れ

た

双

対

変

数

を

示

す

。
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IN

丨
p

以
上
の
モ
デ
ル
の
解
明
の
た
め
に
、
双
対
問
題
が
も
つ
基
本
的
特
性
を
利
用 

す
る
。
す
な
わ
ち
、
も

し

あ
る
条
件
が
厳
密(

換
言
す
れ
ば
、
等
式
の
形
で
満 

足
さ
れ
る)

な

ら

ば

、そ
の
双
対
双
双
は
一
般

に
正
で
あ
る
。
そ

し

て

、̂

^
で 

な

い(

不
等
式
の
形
で
満
足
さ
れ
る〕

な
ら
ば
、
そ
の
双
対
変
数
は
o

で
あ
る
。

な
お
、
各
_

期
間
に
対
す
る
変
数
?
、
各
年
の
各
目
標
に
対
す
る
変
数 

Q
、
各
^̂

お
ょ
ぴ
备
期
間
に
対
す
る
変
数
只
、
各
計
画
お
ょ
び
各
年
に 

対
す
る
変
数
S
が
存
在
す
るこ
と

を
注
意
し
ょ
ぅ
。

さ

て

、

条

件

脚

。

費
用
の
最
小
化
は
、
Y

の
最
小
化
を
導
く
。
し
た
が
っ
て
、
条
件
£
は
つ
ね 

に
厳
密
で
、
P
は
決
し
て
o

で
は
な
い
と

み

な

さ

れ

る

。

実
際
に
、
あ
る
期
間
内
で
は
、
そ
の
生
産
が
o

でないすべてのにと
 

っ
て
、
こ
の
条
件
は
厳
密
で
あ
ゥ
、
し
た
が
っ
て
？
は
、

.

-
フ
ル
に
動
く
す
べ
て
€>
.
|
^
に
対
す
る
或
る
量
尺
を
加
え
た
比
例
費
用

に
等
し
い。

.

 

.

^

―

特
に
、
そ
の
能
力
を
瀧
た
す
こ
と
な
く
生
産
す
る
醫

(

R
は
o)

'
 

す

な

わ

ち

、
そ
の
生
産
が
、
考
察
さ
れる
期
間
内
で
限
界
的
であ
る

®

の
比 

例
費
用
に
等
し
い
。

/

最
適
投
資
の
訃
画

——

停
止
し
た
設
備
の
比
例
費
に
劣
る
。

そ
れ
故
、
P

は
電
力
の
限
界
価
値(

限
界
費
用)
を
示
し
、
只
は
、
各
胄
_
 

に
と
っ
て
、
そ
れ
が
限
#

舊
に
比
し
て
み
と
め
ら
れ
る
、
燃
料
の
節
約
に
等 

し
い
0

水
力
の
場
合
に
は
、
02
ば
0
.で
あ
る
か
ら
、
Y
が
o

で
な
い
と
、
厳
密 

に
丑
は
？
に
等
し
い
。
し
た
が
っ
て
水
力
に
と
っ
て
は
、
生
産
す
る
電
力 

の
f

p

で
の
販
売
に
ょ
っ
■て
え
ら
れ
る
収
益
の
割
引
き
総
額
に
等
し
い
。

条
件
(1
2

)
火
力
の
ヶー

ス
。

火
力
1

は
条
件
(1
0
)に

属

さ

な

い

。

対

^

す

る

S
は
同
様
に
0
、
(1
2
)が
不
等 

式
の
範
囲
内
で
み
た
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
建
設
し
な
い
で
、
(1
2

)が
厳 

密
な
と
き
に
建
設
す
る
。
Gi
は
維
持
費
の
割
引
き
総
額
を
加
え
た
建
設
費
に
等 

し
い
か
ら
、
こ
れ
は
、
左
辺
が
同
じ
総
額
を
加
え
た
設
備
の
®
.
の
価
値
に
等 

し
い
こ
と
を
示
す
。
だ
が
、
こ
の
価
値
は
、
保
証
の
価
値
を
加
え
た
電
力
の
価 

値
パ
石
炭
の
経
済

R)

に
等
し
い
。
し

た

が

っ

て
、

Q
は
、
対
应
す
る
維
持
費 

を
加
え
た
、
保
証
i

の
参
加
に
基
づ
く
新
規
の
価
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ 

は
、
保
証
の
総
価
値
を
示
し
、
か
く
し
て
そ
の
販
売
^

^
を
決
め
る
。

条
件
⑽

火
力
醫
の
価
値
と
廃
用
。

こ
か
条
件
が
厳
密
な
と
き
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
考
察
し
て
い
る
®

を
廃 

用
す
る
。
上
の
9

の
定
義
か
ら
、
あ
る
が
も
た
ら
す
電
力
の
価
値
と
保
証 

の
総
価
値
と
の
和
が
、
そ
の
維
持
費
と
等
し
く
な
る
と
き
、
そ
のI

漏
は
廃
用 

さ
れ
る
。

i

の
残
存
価
値
は
、
廃
用
時
に
は
o

で
あ
る
か
ら
、
®

の
価
値
は
、
耐 

用
年
限
中
の
そ
の
価
値
下
落
に
等
し
い
。
だ
か

ら

、

P

と
0
>と
が
料
金
を
き
め

.'
■

三

九

(

四
五
五)



る
と
す
れ
ば
.、
料
金
は
一
方
で
は
正
確
に
比
例
費
02
を
払
い
、
他
方
で
は
維
持 

費
と
価
格
下
落
の
和
を
払
う
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
^

用
に
お
い
て
、
電 

力
.と
保
証
と
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
的
に
、
発
電
所
償
却
は
完
全
に 

な
る
。
発
電
所
の
歌
前
的
な
M

の
価
値(

そ
の
費
用
に
等
し
い

)

は
、
そ
の 

廃
用
時
に
み
と
め
ら
れ
る
事
後
的
な
価
値
に
等
し
い(

そ
れ
，か
え
た

1

か 

ら
、
蓮
転
費
を
ひ
い
た
額
に
等
し
い)

。
す
な
わ
ち
、

こ
の
こ
と
は
、

も
し
計 

画
が
最
適
で
予
測
が
確
実
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
償
却
を
ば
、
あ
る
サ
ー
ビ
ス
.
 

の
費
用
が
各
時
点
に
そ
の
§

に
あ
た
る
す
べ
て
の
発
電
所
に
つ
い
て
同
一
で 

あ
り
、
し
か
も
そ
の
限
用
に
等
し
い
よ
う
に
分
割
し

う
.る
こ
と
を
示
す
。

条
§

価
値
と
水
力
の
レ
ン
ト
。

こ
れ
は
次
の
形
で
簡
易
化
す
る
。

&5) 

S

1̂
w

+

^ o

丨
P

水
カ
|

^
に
と
っ
て
は
、
食
は

|

に̂
等
し
く
、
そ
の
た
め
に
尺
と

9

の
和 

は
、
醫
が
う
る
収
入
の
割
引
き
総
額
を
示
し
、

一
方
、
C2
は
o
だ
か
ら
、
C! 

は
出
費
の
割
引
き
総
額
を
示
し
た
g

#
(I
3
)で)

。

条
件
(5
)
は
、
建
設
さ
れ
る 

す
べ
て
の
i

に
対
し
て
厳
密
だ
か
ら
、
S

は
建
設
者
に
と
っ
て
の
純
i

に 

1

す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
水
力
の
レ
ソ
ト
の
割
引
き
価
値
で
あ
る
。

条
件
(1
1

)
水
力
の
レ
ン
ト
と
最
適
経
済
の
理
論
。

明
白
と
な

O
/C
P
.
Q
. 

R 
. 

S
の
意
味
か
ら
、
函
数
(1
1
)が
説
明
さ
れ
る
。

は
じ
め
の
二
つ
の
タ
I

ム
は
、
限
i

用
で
販
売
す
る
と
し
て
、
将
来
の
レ 

ン
ト
の
割
引
き
総
額
を
示
す
。
第
三
の
タ
I

ム
は
負
で
、
絶
対
値
に
お
い
て

，

四
0 

(

四
五
六)

丨

は
、
将
来
の
維
持
費
と
、
同
一
の
も
の
べ
の
更
新
費
の
割
則
き
総
額
を
示
す
。
 

最
後
の
も
の
も
負
だ
が
、
絶
対
値
に
お
い
て
は
、
建
設
さ
れ
る
靈
に
結
び
つ 

い
た
水
カ
の
レ
ン
ト
の
割
引
き
総
額
を
示
す
。
.

(

簡
単
に
は
、

財

雪

 

、

'
こ
の
函
数
は
、
正
.'し
く
、：
そ
、の
最
大
化
を
求
め
る
！
^

の
形
を
と
る
。
し
か 

し
、
水
力
の
レ
ン
ト
か
ら
え
ら
れ
る
利
益

は(

明
示
的
に
は)

ひ
き
さ
ら
れ
る 

も
の
と
し
て
し
か
収
入
の
中
に
©

示
的
に)

あ
ら
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ 

.<
こ
れ
は
.モ
デ
ル
の
目
的
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
な
く
、
最
適
解
を
求
め 

る
さ
い
の
.副
産

物

と

し
.て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
双
対
性
の
研
究
は
、

1

、
販
売
料
金
と
そ
の
変
動
、

ニ
、
水
力
の
レ
ン
ト
と
そ
の
変
動
、

を
お
し
え
る
。
こ
れ
ょ
.り
、
.！

の
価
値
の
変
化
を
容
易
に
計
算
し
、
し
た
が 

っ
て
償
却
に
関
す
る
若
干
の
問
題
を
解
決
す
る
可
能
性
が
生
ず
る
。

E
 

.
D-
. 

F
は
現
在
こ
こ
ま
で
到
達
し
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
要
点
は
、
線 

型
計
画
の
解
析
的
分
析
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
が
、
レ 

シ

ト
や
潜
在
価
格
に
解
釈
で
き
る
こ
と
で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
 

E

•
D

.
Fの
こ
の
試
み
が
、
最
適
建
設
と
最
適
料
金
さ
ら
に
は
最
適
建
設
と 

最
適
料
金
と
償
却
の
統
一
理
論
へ
と
発
展
し
具
体
化
.さ
れ
て
く
る
こ
と
を
期
待 

し
た
い
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
I
と
経
済
と
の
こ
の
よ
う
な
交
渉
は
、
今
後
ま
す
ま
す 

必
要
と
な
ろ
う
。

注(

一〕

需
要
と
価
格
の
偶
然
的
性
格
を
捨
象
す
れ
ば
、
最
小
化
問
題
は
、
 

目
的
と
す
る
生
産
水
準

^

と
、
み
た
す
べ
き
保
証
量

«0
、
生
産
要
素
；g

.

 

V
の
価
格
を

^• 
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以
上
の
ご
と
く
、
生
産
式
を
保
証
式
で
お
き
か
え
て
も
同
様
の
結
論
を 

招
く
こ
と
を
知
る
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(

ニ)

た
と
え
ば
、
火
力
発
電
所

(

特
に
ガ
ス

•

タ
ー
ビ
ン)

は
ピ
ー
ク
出 

力
に
最
も
適
し
、
貯
水
池
を
も
つ
発
電
所
は
そ
の
次
に
お
か
れ
る
。
自
流 

水
力
発
電
所
は
保
証
出
力
の
確
保
に
適
す
る
が
、
ピ

I

ク
出
力
に
は
ほ
と 

ん
ど
貢
献
し
な
い

0 

(

三)

保
証
出
力
と
は
、
こ
こ
で
は
冬
期
の
昼
間
平
均
出
力
を

*い
ぅ
。

な 

お
、
あ
る
発
電
所
の
電
力
生
産
の
特
性
を
代
表
す
る
こ
の
ょ
ぅ
な
パ
ラ
メ 

タ
の
値
は
、
そ
の
蓋
然
値
ょ
り
低
度
に
評
価
す
る
。
水
力
発
電
所
の
保
証 

出
力
は
、
百
年
に
約
三
回
し
か
お
こ
ら
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る

一
九
四 

八
年〜

四
九
年
の
基
準
渴
水
年
の
値
に
等
し
く
と
っ
て
あ
り
、
ま
た
火
力 

発
電
所
に
つ
い

.て
は
、
そ
の
正
味
連
続
発
電
カ
の
八
五
％
に
と
っ
て
あ 

る
，

：

•

四
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シ
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レ
ク
ス
法
は
煩
わ
し
い

0
.そ
の
た
め
可
能
な

か
ぎ
り
簡
単
な 

近
似
的
な
算
法
を
用
い
る
の
が
ょ
い
。
こ
こ
で

.は
、
発
電
所
群
を
、
火
力 

と
自
流
水
力
と
い
ぅ
ょ
ぅ
な
ニ
群
梆
成
や
さ
ら
に
三
群
構
成
に
直
し
、
そ 

の
各
々
が
正
確
に
み
た
す

パ
ラ
メ
タ
と
、
余
剰
を
も
つ
て
み
た
す

パ
ラ
メ 

タ
と
を
、
費
用
の
制
約
の
下
で
較
べ
て
最
適
解
を
導
く
。
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原
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簡
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資
料
に
っ
ぃ
て
は
、
電
力
中
央
研
究
所
、
山
岡
春
夫
氏
の
多
大
の
御
好
意
を 

う
け
た
。

田
中
激
五
郎

■著

.

『

北
一
輝
丨
日
本
的
フ
ァ
シ
ス
ト
の
象
徴

』

.最

近「

十
三
階
段
へ
の
道」

と
い
う
映
画
が
上
映
さ
れ
、
反
響
を
呼
ん
で
い

る
。
こ
れ
に
は
、
第
二
次
世
思
大
戦
の
火
っ
け
役
、
ア
ゥ
シ
ュ
ゥ
ィ
ッ
ッ
に
お

け
る
残
虐
な
大
量
殺
戮
の
責
任
者
と
し
て
、

ニ H

ル
ン
ベ
ル
ク
の
法
廷
で
裁
か

れ
た
へ
ル
マ
ン
，
ゲ
ー
リ
ン
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
ナ
チ
ス
の
指
導
者
の
傲
然
た

る
.姿
が
う
っ
し
出
さ
れ
る
。
彼
ら
は

「

1

」

を
主
張
し
て

一

歩
も
譲
ら
ず
、

被
告
の
ひ
と
り
で
あ
る
将
軍
は
、「

わ
れ
わ
れ
の
失
敗
は
、
た
だ
二
倍
の
石
油
と

1

一
倍
の
飛
行
機
を
も
た
な
か
，っ
た
に
す
ぎ
な
い」

_
と
ぼ
ー
|目
し
て
は
ば
か
ら
な
か

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
映
画
に
よ
っ
て
、
人
間
の
徹
底
的
に
堕
落
し
っ
く
し

た
姿
、
ナ
チ
ズ
ム
特
有
の
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ズ
ム
と
獸
の
よ
う
な
擰
猛
性
、
そ
し
て
計

画
的
に
し
て
残
忍
な
合
理
主
義
に
っ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

か
っ
て
の
日
本
の「

無
責
任
の
体
系」

と
も
い
う
べ
き
軍
国
主
義
的
フ
ァ
シ
ズ

(

1)

ム
の
矮
小
性
に
気
が
っ
く
で
あ
ろ
う
。
東
京
栽
判
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た 

よ
う
に
、
日
本
の
軍
国
主
義
者
や
フ
ァ
シ
ス
ト
は
、
そ
の
戦
争
責
任
を
と
ろ
う 

と
せ
ず
、
そ
れ
を
上
へ
上
へ
と
転
嫁
す
る
。
ま
た
当
時
の
重
臣
そ
の
他
の
上
層

書

評

部
は
、
天
皇
お
よ
び
彼
ら
自
身
に
政
治
的
責
任
が
帰
す
る
の
を
恐
れ
て
、
つ
と 

め
て
絶
対
主
義
的
惻
面
を
抜
き
と
ろ
う
と
し
て
い
た
。「
上
官
の
命
は
即
ち
朕
が 

命
な
り
と
心
得
よ」

と
い
う
軍
人
勅
諭
の
文
句
か
ら
し
て
、
す
べ
て
の
戦
争
責 

任
は
、
朕
で
あ
る
と
こ
ろ
の

.天
畠
に
帰
す
ベ
き
は
ず
で
あ
る
の
に
、
天
皇
は
戦 

争
責
任
者
と
し
て
罪
に
問
わ
れ
な
：が
'
っ
た
ば
か
り
か
、
誰
に
対
し
て
も
責
任
を 

負
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。.
ナ
チ
ス
の
指
導
者
が
、
敗
戦
の
.責
任
は
こ
れ
を 

感
じ
な
が
ら
、
し
か
し
無
罪
を
堂
々
と
主
張
し
た
の
に
反
し
、
東
条
英
機
は
、
 

ゥH

ッ
ブ
裁
判
長
が
、「

デ
ス
•
パ
イ

.
ハ
ン
グ
ー」

と
宣
告
し
た
と
き
に
、
頭 

を
垂
れ
て1

礼
し
た
と
.い
わ
れ
る
0
卑
屈
な
日
本
的
フ
ァ
シ
ス
ト
の
姿
で
は
な

、
、
o

現
在
の
わ
が
国
に
.は
、
も
は
や
か
つ
て
の
軍
国
主
義
的

フ
ァ
シ
.ス
ト
は
ー
应 

葬
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
昔
と
は
ち
が
っ
た
形
で
、
ネ
オ
.
フ
ァ
シ
ズ 

ム
が
大
手
を
振
っ
て
横
行
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
ろ
み
に
、
新
聞
を 

開
い
て
、
国
会
で
の
質
疑
応
答
を
注
意
し
て
読
ん
で
み
た
ま
克
。
岸
首
相
や
藤 

山
外
相
の
答
弁
は
、
日
本
国
民
に
た
い
し
’
政
治
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
い 

う
よ
り
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
に
た
い
し
て
負
っ
て
い
る
よ
う
な
観
が
あ 

る
。
確
乎
た
る
信
念
が
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
そ
の
実
、
他
国
の
政
治
動 

向
の
ま
に
ま
に
、
浮
草
の
如
く
に
身
を
ゆ
だ
ね
つ
つ
あ
る
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の 

祖
国
の
運
命
を
左
右
する
政
治
家
の
態
度
で
あ
り
、
ま
た
一
九
六
〇
申
の
日
本 

の
政
治
の
現
状
な
の
だ
。
彼
ら
の
答
弁
を
き
い
.て
い
る
と
ア
メ
リ
カ
の
面
子
さ 

え
た
て
れ
ば
、
あ
と
は
：̂
う
な
っ
て
も
い
い
、
ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
う
と
い
う 

よ

う

な

祖

国

喪

失

症

と

-'
%

い

う

べ

き

ニ

ヒ

リ

ス

テ
ィ
ッ
ク
な
も

の

を

感

じ

な

い

四
三

(

四
五
九)


